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針業樹特に トドマツ を冬季伐採せる時、共木口に和暗色の濕つぼ

成じを奥へる汚ﾡのIれてゐるものがある。此汚黒は煦狀を なせ 

るそと もありス絡して不規則な形となつてるることもある。期様 

な汚を有つてゐる材を水喰し材或は「ェレ」又は「ミッガ〜」と調 

つてゐる。此水喰ひ材の 汚搬はやがて乾燥 す る に及んで不明瞭 とな 

る から、乾燥材 を見て は嘗つて水喰ひ材てあったか ど う かわか ら な 

く なるのて世人にはﾡり知られてない様てあるが、挽材乾燥後殊に 

板材に於て著しく反張を楽すのて材質が先るとﾡせられてゐる。水 

喰ひの材質に及す影響の種に よ つては利用上の間ﾡと なるのてあ 

る。姓には研究の一端てはあるが、水喰ひ材利用上塗考となる照 

も あら 5 と 思う て發表 しな次第てあ る。

本研究中M微銀的問祭に関 して は主と して不井二氏がﾡ常せ ら 

れな と と を附言 して遙に同氏に謝意を表す。

I文 献

水喰ひに關する文献は餘り見當らなし が、奥一つ TorstenLager- 
berg氏が Nassholz と云人題て Schweizlicher Zeitschrint fuirrorst- 
wcsen 87Jahrgang, Februar1936 に載しなものがある。Lagerberg 
氏の Nasslolz が水喰ひ材にﾡするものてあるかどうかは4後の 

研究に俟つの外はないが、大ﾡ似てる様てあるからﾡ※を抑けて 

見よ5 と思人。

Lagerberg氏の間査せしと ころに依ればNassholzはス=ーデン、ノ 

ルツェー、フイシランドの北部に於て散見せられ、二つの系統に分 

ける 乙 とが出來る。即ち枯死せる枝から生ずるものと、 根から生ず 

るものと てあつて前者 と brancl-born-wctwood と 請ひ、 木口に於け



る映黙の御合多く、上下にもﾡり主と して老木170年から180年のも 

のに現はれ、殊に量初生長迷かて70年乃至80年に至つて急逃に変へ 

る立地に多い。後者を Wurzel-Nassholz と調ひ、多く は胸高はてに 

止 り、主と して停滞せる地下水のある滋つぼい 上地或は雪解け水 

が凍った土地の上に殘科 し、漸次浸透する樣な土地に多い。之等の 

Nassholzはﾡ材に於て他全材に比べて 統拠す る に長叫間 を要 し且つ 

肉眼的に明瞭な或は不明瞭な裂目あるが爲めに順縮強度は一般に小

II 水喰ひ材の調査並に試験材の探集

さo
水喰ひ材の間在は野幌國林ル林班、研伐ﾡ域に於て行つな。本 

席域は土地平川、下局粘 ト•で水の流通惡 く 北ﾡに於け る Nasshclzの 

生ず る ﾡ域にﾡ似して ゐ る。研伐材を見る に簡所によ つて相違ある 

も ん ど全部水喰ひ材であった。試驗材の採集は就中缺世の頭落な 

もの九本を選んて木口に就いて水喰ひの行無を依し、Lgerberg 
氏の所謂根水喰ひ (Wurzel-Nissholz) か或は枝水喰ひ (branch-born- 
wetw.od) かを判斷した。該御査の結果は次表の如くである。

・・2-

水 喰 ひ 材

僕 W 木 
及供試材 
記 濃

樹 6 
(差)

験 材
探 材 日 的ﾡ 正 品 

(ポ2 (ポ〕 材 n6 ;

I 22.6

1/I 0.30～ 4.00 3.70 丸 大 製材訟験川
O/I 0.25～ 0.30- 0.05 画 盤 材Tt M 略 川

I 25.5

1/I 0.30～ 4.00 3.70 丸 大 梨 材 訟 喰 川
6/I 16.70～19.50 2.50 丸 太 製 材び ﾡ 川
O/I

9
0.25～ 0.30 0.05 四 盤 材 質 状 戦 川

I 25.4

1/m 0.30 〜 4.00 3.70 丸 大 製 材 試 ﾡ )11
O/I 0.25〜 0.30 0.0ラ 1111 盤 材 Tび戦 川

I9.8

1/ 0.0～ .400 3.70 九 太 狭 材 が ﾡ 川
O/v 0.25～ 0.30 0.05 材1c 試 聡 川
I/ *4.00～ 4.05 0.05 回 優 材T試 ﾡ 川

22.8

I/v 0.25～ 4.00 3.70 丸 太 製 材ぶ 喩 川
0/v 0.25 〜 0.30 0.0ラ 四 盤 材T 状 驗 川

間 査 表 (F2段イ林ル林ﾡに於て)

伏____________________ 動_____ ______映ﾡノ

形 狀 範 ・ 系統

丸大の ロに於て放9状に Ieな・ す 地上:0.3米より4:70米まて H水"い

仙水喰 ひ は地 L25ﾡの木口に於てS小心 
と して川［順：ポ規則に州在ず

様沢ﾡひ過上16.3米の簡に して』つ入 
とれる 仙所 より 侵入 せ し形跡 り

ﾡ水喰ひ地上 3.7米の木 
ロにiれず 
枝水喰ひ地上 Iラ・34米よ 
り 19.5+米の純に存し 
ﾡ水喰ひ り 多か ら ず

仙水喰い

枝水ﾡひ

4輪にふ、てバ朽し、 水状い4朽にi沿ふて 地上 0.3米の木口にﾡ
多 く』つt外i及内i:年給にitふ、て企Iﾡ 

にﾡる
る 、 ・ 4.0米の木口にIﾡ 

ず
ﾡ水ﾡひ

地上 03米の木ロ:帝多
4約にi卜、てﾡ3書状にﾡる く、4.0米の木口にIはﾡかに 

現る
視水求ひ

地上 03米の木口にIﾡ
4給の 方向に三ロガ形な す

・

る、い 4.0米の木ロには現 
(tnナ

供水io



W 17.9

1/ 0.30～ 4.00 3.70 丸 大 梨材災輪 川
2/ 4.0ラ～ 7.75 3.70 丸 太 製 # 氏 ﾡ 川
3/ 7.7510.55 2.90 丸 大 ﾡ 材 B ﾡ 川
O/uI 0.25～ 0.30 0.05 Iq 盤 材ﾡ改ﾡ川
I/ 4.00 〜 4.05 0.05 I 盤 材訟戦 川

24.5

I/I 0.30～ 4.00 3.70 丸 大 ﾡ材ﾡ験 川
2/I 4:夕～ 7.75 3.70 丸 太 梨材び験 川
O/m 0.25～ 0.30 0.05 m 盤 材T跳戦 川
1/I 4.00～ 4.05 0.05 四 盤 ・ 材ﾡびﾡ川
2/I 23.50～23.55 0.05 ・ 盤 材試輪川

21.0

I/m 0.30～ 4.03 3.70 丸 太 梨材改験川
2/I 4.05～ 6.85 2.80 丸 大 梨材映戦川
O/m 0.25～ 0.30 0.05 m 盤 材Tはﾡ 川
1/m 4.00～ 4.0ラ 0.05 四 盤 材 T 氏 ﾡ 川
2/m 6.85～ 6.90 0.05 ・ 盤 材 Tt 試 歌 川

K 21.6

1/K 0.30～ 4.00 3.70 丸 太 製材談喰川
0/K 0.25～ 0.30 0.5 四 盤 材 Tt試吸 川
I/K 4.00～ 4.05 0.05 四 盤 #T試験 川

過 L 0.3米の木ロに於てに4給:ふ、てド月 
形にくX4

水 ひにfの J.'. 岡 Mに 十字形に 現はる 之口 勿 
:AH水喰ひるい 地上 10.55米に於て t 水 
ひ現はる之は多分枝ホ吭ひならんし技スりホ 
入り し小開不明

上 10.55米まて及ぶ
ﾡ水い

様水喰い

追 L 0.3米の木ロ:項ばれ:る水ﾡひはﾡん 
ど材商ん孤 い低の N I 及之 と 逃締 して4給方 
向:る
地上 4.米の木ロ にﾡれ:るの は 3.°米の 死 
簡 ・り述入りしいのと ﾡ係 cられ、枝水V ひ 
* る が如し

池上23.5米に まて及」、其 
内下m屋根水械ひ、中部屋 

3.9米の死衛よ り武入り し 
ものとﾡ像ぜ ら る、枝水ﾡ 
ひx武入りし広跡不明なる 
・上い枝水ﾡひならん

ﾡ水喰ひ

様水喰ひ

地 L 0.3米の木口Iに現れたる水喰ひﾡの 
州W及之に不行に述れるﾡ状たな cるい のi 
に品より放射状な・なぜ ろいのとあり 
又地上3.0米の木口に"れしいのI 3.9米の 
死命, 6.3米の木口に於ける しの 7.55米の死 
簡ふり入りし枝水喰Iに して共にﾡ状の汚ﾡ 
な・なす

地上 7米に及ぶ
ﾡ水喰ひ

ﾡ水喰い

ﾡ水喰ひ追 L0.3米の木ロ に於てわづか・ 
に現る地.上4.0*の 木「Iに於て水喰ひ のit 

多 し之多分い間の簡より武述へり しﾡ水ﾡひ 
のぷtらん

追上 6米に及ぷ
ﾡ水喰ひ

枝水喰い

III 試験方法

水喰ひ供試材の採材に就いては調査表に示 しな通りてあつて九太 

は挽材とし、板材に於ける幅の收縮率並に乾燥に因る割れの有無多 

少を協する に用 o、盤は木ロ に於け る 水喰ひ の 占領例令、年輪幅の 

査定等に用ふると共に之からエ残的性質試験材片を木取った。共方 

法は寫眞に於て示せる如く 一邊の長9略:五.斬の立方體を横断面中最 

も水喰ひの甚しい部分並しこ比較用として水喰ひのない部分(健全材) 

に於て木取つね。之笠は出來るだけ正確に飽削作製 した。供試材片 

数は四十価で内二十二価は水喰ひ材、十八ﾡは催全材てある。合水 

及及び比の根ﾡとな る量は成度 I/o)元を有する天科を用、長 

さの測定は 1/a0椎*て測るそとの出る遊標尺付尺を使用した。

尙供試材の全乾には'山氣乾燥恒溫器を使用 し、定担 105Cに保た し 

めな。父ﾡ度試験は本場備付の商砂株製洲M式30M試験機を用ひ、 

締維方向の聴縮強 を校 しな。

之等數値の算出式は次の如くである。

合水率: 生 木...... S5 X 100

氣 靴.......... 5.*100



比 :生 木........ Y1*100
■ 統.........S:*100
全 乾..........”100

■秋收縮率: 自生木至氣乾.......キニ * 100
自氣乾至全-........Yマン*100

合水 1 % の減少に伴ふ收縮率: -コ* 100
變 形 率： 5*100
M 縮 強： 8= ド (kg/am)

但し Gw Gs G。は供試材の生木氣ﾡ金ﾡ量 (死)

Vu Vs, V.は供試材の生木,条«,並に全«ﾡに於けるﾡ

積 (rケ洞)

o..の.は生木及氣時に於ける板材の幅の大さ (ﾡ)

. P. は生木及気合水度 (%)

・ は乗乾時に於ける供試材の横新面上の一邊と之と隣る

邊とのなす角度 (慶)

8は歳維方向のﾡ籍ﾡ (keew)
Pは供償材の破戦荷 (延)

Fは供試材の横所面 (方ﾡ)

IV成 績

木口に於ける 水喰 ひ の 占価割合

水喰ひ材のﾡ盤に就いて水ﾡひの部分と全面積と そトレーシング 

ベーーに窓し、ブラニメーターによ つて之が面積を各々在定 しな。

其結果は次の通りてある。

ﾡ配

で 
(税)

4 

給 
St ・料)

木ロに於いろ水 
喰ひの価別合

nil1つ
円ウゅ；

僕記 
試 
皿
aぶ

平半

地価
、旧

年 
給合 
Sk

不4
輪 

均W 
(i)

木口に於ける水 
喰ひの占価劇合

ﾡ*100
or

49.3 69 0.722 20.93 I/1 28.1 63 0.446 27.92

ラ/I 38.3 59 0.619 7.59 2/v 25.9 58 0.447 2.70

G/I 60.2 71 0.94S 31.05 O/I 46.S 67 0.699 28.70

O/I 23.7 33 0.718 o.68 I/I 40.1 56 0.716 21.24

O/I 18.9 23 0.822 0.49 2/ 36.5 50 0.730 29.81

I/u 51.2 76 0674 7.11 W皿 39.1 73 0.536 30.65

Ow 1.3 71 0.624 25.65 I/l 35.3 65 0.543 21.89

I/v 37.6 62 0.606 13.78 2/K 33.7 60 0.561 32.07

, O/v 56.7 70 0.s10 3.01 Wk 57.2 67 0.354 12.81

ハ 33.1 71 0.466 31.97 IK 41.4 56 0.739 26.22

上ﾡから水ひの占領合は地上高20有の木口に於ては21.64%、 

地上高 4米 にっ ては 13.2%、地上商高23.5*ては 4.33%となつてゐ 

て 上部 に 至る に從 って 水喰ひ の 占 領割合が 少してるる。ヌ年齢 に 

x る水ひの多少は材料少 く 明瞭な關係が見出されなかった。

2. 水喰ひ材の平均年輪幅

地上高25有に於け る 水喰ひ材の木口 に就いて直交す る 四方向の卒 

均種の長さ を求め. 各10ヶ年毎の不均年輪幅を求びれば次炎の如 

く なつな。

2働
_______ 平 均 4 崎 M 助_________

0～10 10～20 20～30 30～40 ! 40～50 50～60 60～0 : 70～S0

O/I 0.76 0.86 0.79 0.45 0.47 0.59

O/I' 0.46 0.79 1.11 1.19 0.95 0.38 0.58 0.60

O/m 0.46 0.66 0.65 0.85 0.56 0.76 0.90 0.47

O/I 0.34 0.67 0.87 0.66 0.59 0.69 0.57 0.40

O/v 0.48 0.42 0.72 0.99 0.98 1.04
・

1.02 —

O/ 0.13 0.22 0.33 0.39 0.67 0.78 075 0.40

O/T 0.22 0.27 0.45 060 0.41 0.25 0.21 —

O/I 0.21 0.28 0.34 0.31 0.22, 0.22 0.32 0.19

O/K 0.33 0.59 0.8I 0.54 0.12 0.31 0.23 —

-6 ー



T 0.38 0.56 06s 0.70 0.55 060 0i 

上表か ら直徑生長 を観察す る に30年か ら40年がﾡ大てあつてﾡ後 

退するも制合は徐々てある。水喰○材がﾡ様な生ﾡ齢のﾡに 

多いかどう かは他の箇所にﾡいて水喰ひ材の存否と生長の紙許を間 

べな結果にﾡつもので4後の研究に交ねよ う。

3.合水並に比

合水皮並に比の測定結果は水喰○材.他全材に分けて附表に掲 

げ2通 りてある。之 を摘記 して見れば

4を*----_正------Z-コ-------―.―

水り材健全材 □水のひ材「価で材 水の材価で 
$g 20「 _% *a "6 %157.64 73.2 38.00 38.1 35.34 35.41

・aやママゃ wママ。。--や。キ-番や番キキマ-マややマ。-キ-番。。------------------------------------------

てあって比市は氣乾、全乾共に兩材に差異はない。合水事は水 

材が催全材に比 して約二倍大であ る。

4•悶積收縮率及び變形率 ・

ﾡ積収締及び裁形神計算のﾡ果は末児に 附表 として 抑げて あ い 

なが、之が平均値 を示せば

__ 1_積_」 締率 (%).
自 生木 ボ 条 n1氣 化 ボ 金 _ 
水ひ材 健 全 材I 水なひ材 f 金 材

型 形 率

水 啡 ひ 材「催 全 材

4.499 4.673 7.079 7.427 2.0024 1.9905

上の通 り で體積収牧締もﾡ形 も共に雨材に於て相述が。

水ひ材は試験の精果明かに 多の水分を合んてゐ る が. 此水み 

は何に 由楽 しね も のてあ る か、【gerberg氏は根水喰ひはﾡか ら、枝 

水喰ひは枯枝か ら這入って來た も のてある と 聞つてゐ る。本試験の 

結果は略 Iagerberg氏の所設を認めることが出楽た。併し斯様な水 

分は生理的現象に よ つて移動しなものてあるか、或は又物理的現象

-8一 

によ つな もの である か疑問である。若し生理的現象によ る と すれば 

(Eに水分通導機能を失つな部分に通導細織の存在がな く てはならな 

いことになる。本観察は此黙と 水分の存在状況と を明瞭な ら しめん 

がなめに行つたものである。

今共結果 を學げて見れば次の如 くてある。

(a) 水喰ひ材6東結せる ものの)ウルト ロバーク檢鏡によ る もの

① 最町管内脇の水み消ﾡし、中央部分は少さくW状に溶け 

て輪施を白く反ﾡしてるる。

② 將線細胞内腔も凍結し、髄線に沿ひﾡれが入つてゐる簡所 

がある ﾡれの間に氷を析出してゐる。

③ ﾡ導管中葉の部み も 白 く 煦狀 に反射 する こと があ る がの

『邵分に水分が灌み出して氷結 した ものかどう か明かてなv。

(b ) 普通顧微鏡の料察によ る もの

① 一般的構造に於て健全材と異る と ころはない。

② 個導管終孔の隔膜はーガに個 し從って其中央の厚い部分 

てあ る W節は開孔 を 閉塞してゐ る。此事實は普通材に於け る 

場合と全く同一である。

③-歯系は認められない。

以上の結果によ って水喰ひ材は健全材と構造上如何なる域に於て 

も異ると ころな く、又 •歯類によって破壊せられてゐる部分でもない 

乙とがﾡかとなつな。依って水喰ひ材の水分は生理的現象に よ って

在 しな ものてな い樣 に思はれ る。

6. 板材に於け る 水喰ひ部分の多少 と 收縮率

四分板及び入分板に就いて①合水度00%内外のものを30%内外に 

ﾡ (供償材43個) ②合水30%内外のものを約15%内外にﾡ (供試 

材11個)乾燥 した結果北収縮Nを水喰ひ部分の多少に分けて間査 し 

なと こ ろ次表の樣な結果を得た。
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板 材に於ける 水 喰 ひ 部分の多少と収縮 砲

ﾡ 公 材 水 ひ 部分 (2%) ☆ 水 度 (9%) 實 iy Mf(emn

個 製 範 四 i平均 純 回 T 均

①

15 0～10 3.67 60～65 61.33 21.54～30.52 24.53

19 1!～20 I4.89 60～100 62.63 21.45～30.50 25.38

5 21～26 22.40 60～103 69.00 21.56～30.45 25.17

3 35～40 37.67 — 60.0つ 2.73～21.76 2.75

1 — 43.0 ・ 60.20 2i.73

8 11～20 14.25 26～39 30.74 21.39～30.48 25.63

2 21～26 23.50 26～39 27.80 21.54～24.68 23.61

43.00 26.41 — 21.72

1含
'一

水 度 (2%) 實 泄 (em) 水分ﾡ 縮 率

範 m T 均 i 品 回 T 均 nitくの) ・3で2

26～46 32.85 21.30～30.1 24.46 28.4s 0.00285 0.02010

26～69 31.99 21.34～30.50 25.33 30.73 0.00197 0.00905

26～99 36.71 21.54～30.43 25.14 31.3 0.03119 0.00304

— 26.41 21.70～24.73 24.71 33.59 0.03162 0.00305

— 26.1 — 21.72 33.59 0.02010 0.00001

13～14 13.49 21.03～2う.78 24.99 17.25 002497 0.02145

13～4 13.30 21.29～23.89 22.59 14.50 0.02250 0.00155

— 12.81 — 24.26 13.60 0.01861 0.00137

上表 によ って 觀 る 水喰 の多少と 收縮率 と の 間に は何等の 關係 

もない様てある。

7•板材に於ける水喰ひ部分の多少と乾裂

四分板並に入み板四十七枚の供試材に就いて生木状態 (合水約 

60%6内外) の ものを氣乾狀態 (合水度約15%W外) に迄乾燥した結 

果,材に生じた割れの有無及び大さを測定した結果は次表の通.りて 

ある。

水喰ひ部分の多少と:乾裂

-10-

供試材

番 製

水喰ひの
占価割合 

(2%)

ﾡの 
大 さ 
(cm)

HhのW合 
05 

(%)

ﾡ改材

番 8

水ﾡひの 
占領割合 

(2%

納れの 
大 さ 
(cm)

Wの創合 
型2xi00 
ォ 兵 Z _(%)

四 ク ナ 板

1 0～10 7 14 5

2 0～10 3 6 o～Io

3 0～10 6 7
0～Io

80 22

4 0～iO — 8 0～10
— —

番 ・

水喰ひの 
占銀合 

(2%)

納nの 
大 さ 
Ccm)

割れの割合
写3*100
イC 

(3%)

償賞材

番 號

水喰ひの
占領割合

(3%)

割れの 
大 さ 
(cm)

Wれの創合 
為 •し の た
ィX!00

(2%)

9 0～1Q 63 18 21 21～30 ..

10 0～10 80 22 22 21～30 54 15

II 0～IO — — 23 21～30 285 79

12 30 8 24 21～30 260 72

13 0～10 83 23 25 21～30 124 34

26 21～30 25
平 均 0～10 9

90
全

14 11〜20 一 — ボ 均 21～30 33

15 11～20, 一 27 31～40 210 58

16 11～20) 30 8 28 31 ～40 67 19

17 11～20
58 16 29 31 ～40, 30 8

18 11～20 251 70 30 31～40 80 22

19 11 ～20, ・ --
T 均 31〜40 27

T 均 11〜20 16

20 21～307 25 7 総 1 18
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入分板

1 0～10 160 44 11 21～30 227 63

2 0～10 120 33 12 21～30 309 86

T 均 0～!0 39
13 21～30

___________
______ " 13

3 11～20 198 55 平 均 21～30 44

4 11～20 213 59 14 31～40 330 92

5 11～20 320 89 15 31～40 227 63

6 11～20 10 3 6 31～10 — * 一
7 11〜20 30 8

8 11～20 109 30
T 均 31～10 52

17 41 ～50 240 67

平 均 11～20 41

9 21～30 171 48

10 21～30 38 総平均 45

之に由つてﾡる と 四分板、八分板共に水ひの占領的合がす と 

共に御れは逃しく なる、 又水吹ひ材は一般に板材に於け るルさの 

すと共に割れが多く なる傾向がある。四分板 30 枚中割れの爲めに使 

用に地 ないもの8 枚あつな。ﾡ像の板材中北海道林流物校査場格 

に彼して三等となつたもの 7 枚、二等となつなもの1枚、 小節となっ 

なもの5枚、無節にﾡするもの9枚てあつた。之等はWれも御れのみ 

の爲め に 品等が下落 しな も のてあ る。

今之等の品質下落 を最良のも の に換算して れ

・等K分 製 北換率(% 
1

換気数旗 品4ル分 ﾡ 朵 ’換気率(%)।換気教的

9 100
ニ ' I i s

0.55

小 節
W 85

4.25 三 報 7 40 28

- 等 0 70„ o _2 - 約 I7

となる。即ち品等証分別22枚はﾡ節のもの17枚に相常する ことを意 

映し、22-17=5枚は水喰ひの公めの損失と不倣される。依つて水

喰ひ材の統燥ル止は17 x 100=57%(8枚は企然償用に批えず) とる 

わけて、43%は、靴化操損失てある。

8.水喰ひ材のﾡ籍ﾡ

水ひ材、他金材18個宛に就いて、 合水N及艦縮ﾡをﾡ測し

た結果は次の通りである。

水 ひ 4 健

記 製 比 i 
(100)

合水 
(2%) ("S/ems) 記 羽 比 Jit 

(100管)
合 水 率 

(%)
話 硫 強 
(g/em)

3S.86 11.43 203 o/i ・ 37.85 8.82 161

O/I c 38.21 7.25 276 O/ロ c. 40.30 8.57 188

43.37 7.90 235 O/。 32.88 8.77 172

O/a 36.83 8.70 197 O/d 32.75 6.90 219

O/i ・ 43.55 11.41 150 I/b 34.89 8.20 212

O/Wa 31.82 10.71 131 Iw ・ 34 02 13.0J 335

O/v» 35.72 12.90 249 39.27 11.76 305

O/u ・ 33.02 10.0 3m7 o/va 36.22

34.13

12.15 363

O/Ia 33.96 5.00 203 O/I ・ 8.11 242

O/I ・ 35.40 8.20 209 I/I ・ 34.39 10 236

O/I C 34.14 10.03 222 I/I e 32.58 10.34 165

OAI ・ 35.17 10.77 128 I/ ・ 31.15 8.77 289

I/I ・ 34.35 16.13 142 O/m b 3S.63 13.89 150
*

2/I ・ 34.35 9.6s 221 O/ロ ・ 8.9s 9.51 206

2/I ・ 35.0 8.23 193 I/m e 40.15 10.47 163

O/na 38.99 7.25 233 I/md 41.4S 9.92 188

Iヘa ・ 36.22 1I.76 144 2/g ・ 41.72 12.26 171

I/n ・ 43.96 13.70 155 2/m ・ 40.49 10.14 318

36.8C 10.10 203 T 均 3%7 10.11 227

比 と 合水と はﾡ縮ﾡに著し く 影響を及す とのであ る が、本試 

脇に於て は仙然に も述均に於て略同一の位を示 した。依って本腰縮 

強の値を以て兩者を比較して差支へないのである。水ﾡ○材は200

-12 - -13-



*g/em、健全材は227kg/cm"て、水喰ひ材は他全材に比べて弱く、88% 
(399*100=88)に常つてゐる。

摘 要

1. 水喰ひ材の調査の結果. 該材は主として特殊の立地即ち凹地か 

或は透水府劣しく地下水が停滞し得る樣な個所に/ヒず。

2. 水喰ひのは立木に於て地際の部分に多 く、高くなる に従って 

潮改す。

3. 水ひ材はﾡにポて 生長量 も 旺盛で爾後漸次央へ る ﾡな材に 

4ず る 数例 を見なるも本 問題は 内4後 の研究につべ ・てある。

4.水喰の材の比重は他金材の共に比して差県な9 も合水率は約三 

倍大である。

5. ・穂縮中及袋形中はに他会材と袋り がない。

6. 水喰ひ材は構造上にも健全材と相違がない。

7. 水喰ひの多少と収縮と の間には何等の關係がない。

8. 水喰ひ材は乾燥するに從って制裂が多く生じ、その占領例令を 

増すと共に益々甚しくなる。水喰ひ材の乾操步止(生木から奴乾

まで) は67%であつな。

9. 水喰ひ材の飕縮强は 200kg/me で健会材 より関く 約 88% につ 

てゐる。

以上の結果普通用材•として使用するには差支へないが只乾裂のM 
しいのが大3な欠黙で品質は劣るのである。

附 表

1. 水 喰 ひ 材 健全 材 の 合水奉並に比

水 ひ 材 全 材

僕及材記 生木状ﾡ 製 乾 状態 1 ネ
c 

卜H管)

僕及材記 生木状態 条化状継 | 企止
1 近
, 管)杏水率

(%) (百
比重 
(百他2

o/1a 159.71 90.74 15.18 41.07 38.07 O/!a 52.14 4s.98 16.04 38.06 35.55

/It 211.49 102.84 15.55 39.38 36.69 (/I ・ 101.47 6S.9C 15.00 40.59 37.74

O/Ie 171.90 92.65 15.07 40.53 37.22 O/ロ c 47.25 53.88 13.50 43.49 41.26

O/E ・ 85.81 68.72 13.27 44.25 41.73 O/r ・ 78.69 61.05 12.44 10.05 .29

O/w ・ 189.07 82.03 15.98 37.21 34.63 O/v C 60.95 53.36 13.68 39.09 37.0

(va 244.05 101.46 13.76 34.64 32.44 O/va 70.31 51.51 13.03 37.42 34.54

O/v ・ 156.27 81.29 13.09 33.49 36.06 O/ e 100.48 65.01 14.81 38.18 35.62

O/I ・ 177.48 88.54 15.17 38.03 35.53 I/I ・ 46.43 40.40 15.03 33.42 30.57

°/\T i> 239.01 95.98 22.93 36.13 31.17 I/Ia 50.03 40.47 15.19 32.25 30.10

O/I e 133.75 76.1S 13.86 .38.68 36.28 2/I e 38.10 39.58 15.41 34.47 31.82

O/I ・ 102.52 62.25 15.09 36.93 34.16 O/m C 80.79 62.05 1.55 40.94 39.03

I/I ・ 197.63 89.イi 14.78 35.99 34.03 ツ皿 ・ 70.69 59.40 19.58 43.08 39.30

I/I ・ 185.53 90.51 14.14 37.97 35.45 C 74.46 57.13 I.44 40.25 37.81

2/Ia 155.14 80.43 14.31 37.31 35.08 ・ 55.97 52.61 13.95 40.46 38.64

2/II 75.75 53.27 15.35 36.37 34.03 O/K e 67.15 47.64 18.99 35.37 31.43

(/na 113.53 74.57 14.64 43.02 40.63 O/Ka 64.15 47.96 17.35 35.49 32.36

I/n ・ 121.33 69,04 15.04 36.07 34.71 IK ・ 201.96 90.37 17.46 36.28 33.51

.IAn b 136.73 82.83 14.31 42.07 4077 K ・ 57.24 45.90 15.31 35.25 32.50

O/Ka 118.05 63.14 15.30 35.12 3172

O/K ・ 115.03 66.16 14.357 37-06 33.24

O/Ka 212.86 87.5> 17.72 34.57 31.15

I ・ 165.33 77.88 15.29 34.37 32.66

不 均 I57.64 80.77 15.2I 38.00 353 T 均 73.24 5479 15.32 38.01 35.44
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水

僕及材記
供

2.水喰ひ材,健全材の腹積收縮率に變形率 水 喰 ひ 材

材 健 全 材

他積收縮率(%)

全化状

ﾡ形料

(9%)

性木材記 
改ﾡ 
木ぶ

観和縮(%) ﾡ形率

乳表を額者欠み額 (%)

/Ia 
O/tb 
o/I c

ポ 均

2.19

3.49

3.69

6.03

2.88

3.50

7.72

3.93

4.04

40

3.56

4.37

5.07

1.01

4.36

8.80

2.26

5.26

4.95

5.94

5.19

3.28

4.50

5.9ラ

7.66

5.53

6,83

7.91

6.53

7.59

6.07

6.79

6.44

8.52

6.77

7.47

7.92

8.29

10.68

10.78

4.58

2.56

6.09

7.99

7.03

6.79 1.11 O/!a 2.02 " 8.41 1.78

1.03 O/! ・ 3.44 6.93 1.11

1.83 O/m ・ 5.07 7.69 1.67

2.67 o/w ・ 4.58 7.49 2.06

1.67 O/v c 4.11 1o.22 2.36

1.7! O/v ・ 9.99 4.38 1.73

2.71 1 / C 2.76 7.12 1.80

1.90 I/ C 5.59 5.22 1.73

1.94 I/ <1 4.06 7.54 2.22

2.22 2/uI e 4.49 6.53 2.09

2.16 O/n C 4.49 9.22 2.50

2.09 ’ 3.85 9.11 2.16

2.29 I/m ・ 7.98 7.49 2.24

1.94 I/a 5.72 8.82 2.78

2.29 O/Ke 3.83 5.70 1.60

3.06 O/Ka 3.77 6.99 1.88

2.17 I/K e 3.46 8.50 1.88

2.36 I/xa 5.01 6.32 1.+6

1.03

1.6

1.59

2.22

2.0C ボ 均 
1

4.67 7.4: 1.99

地 上 高 30cm

W 柳ノi径 47em

4 輪 s 67

快動ノ占師割合 29%
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地 上 嘉 
ﾡ板ノit径 

4:輪量 
映動ノ占価割合

30cm

33em

71

32%



喰ひ材水

I/I

追 上 高6 

ﾡ板ノi径 
4絡ﾡ 

副ノ占領劇合

tm 

28cm 

63 

28%

上 
町板ノ i 径

炭動ノ占(割合

I/I

4m

40em

56
21%

水喰ひ材の顧微鏡的構造

横断面*95

°/I

地 上 高s 

ﾡ板ノi御 

年崎最 
快弘ノ占価利合
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23.5m1 

37cmn 

50 

30%
同上材部ﾡ大*300

假城管紋孔の皿節一側に後す
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